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    ※   各発行者記号は、以下のとおりである。 

 

 

記号 発行者名 記号 発行者名 

Ａ  東京書籍株式会社 Ｌ  株式会社新興出版社啓林館 

Ｂ  大日本図書株式会社 Ｍ  株式会社山川出版社 

Ｃ  教育図書出版株式会社 Ｎ 数研出版株式会社 

Ｄ  開隆堂出版株式会社 Ｏ 日本文教出版株式会社 

Ｅ  学校図書株式会社 Ｐ  株式会社Ｇａｋｋｅｎ 

Ｆ  株式会社三省堂 Ｑ  株式会社自由社 

Ｇ  教育出版株式会社 Ｒ  株式会社育鵬社 

Ｈ  株式会社教育芸術社 Ｓ  株式会社学び舎 

Ｉ  光村図書出版株式会社 Ｔ  あかつき教育図書株式会社 

Ｊ 株式会社帝国書院 Ｕ  日本教科書株式会社 

Ｋ  株式会社大修館書店 Ｖ  令和書籍株式会社 
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出雲地区教科用図書採択協議会 

選  定  に  必  要  な  資  料 
【 科目名 英語 】 No．１  

記

号 

選 定 に 必 要 な 資 料 の 観 点 

総   括 
１．内容、程度、分量等 ２．題材の選択や構成等 ３．興味・関心への 

配慮等 

４．教科の特性、地域 

  の実態や課題への   

  適合等 

５．各教科等及び実生 

活との関連につい 

ての工夫 

６．その他 

Ａ 

○Let’s Readや１年生

の Unit5 以降の Read 

and Thinkなど説明文や

物語文など目的に応じ

て読み取り方を工夫で

きるような内容になっ

ている。 

○学年があがるごとに

題材が個人のことから

社会的な事柄へと変化

しており、発達段階に応

じた学習内容になって

いる。 

○見通しをもって学習

に取り組めるように、

Unitの初めにGOALが明

確に示され、学んだ内容

を生かして４技能を統

合的に活用しながら取

り組めるUnit Activity

が設定されている。 

○１年 Unit4 までは小

学校との接続を意識し

コミュニケーション活

動が取り入れられるよ

うに工夫されている。 

○表紙裏に掲載されて

いるデジタルマップを

用いて世界や日本の情

報を得ることができ、

Unit の学習への活用だ

けでなく、生徒が自ら関

心のある地域の情報を

英語で読み学習するこ

とができる。 

○デジタルコンテンツ

が充実しており、発音だ

けでなく文法の解説動

画やクイズなどにも取

り組めるように工夫さ

れている。 

○巻頭の学習の見通し

や巻末のCAN-DOリスト

などに身につけたい力

が示されており、生徒が

自らを振り返りながら

学習が進められるよう

に工夫されている。 

○巻頭の学び方コーナ

ーやGrammar for 

 Communication では、

学習の仕方やポイント

が簡潔にまとめられて

おり、生徒の学習支援に

つながっている。 

○Learning ～ in  

Englishのページでは、

国語や理科、社会、技術

家庭科、美術など幅広く

教科横断的な学びがで

きるように工夫されて

いる。 

○防災や安全、SDGs や

多様性に関する題材を

幅広く取り上げ、生徒が

日常的にそれらのテー

マについて意識できる

よう工夫されている。 

○巻末資料として

語順カードや Word 

Room、Small Talk

など学年に応じた

コンテンツが収録

されている。 

○現行の教科書に

比べて内容のスリ

ム化が図られてお

り、単元の内容が精

選されている。その

ことにより、その他

の活動に時間を充

てることができる。 

○各単元のゴールが

明確に示されており、

学習した内容を用い

てまとめの活動がで

きるように構成され

ている点が特に優れ

ている。 

○取り上げられてい

る題材に SDGsや多様

性など国際社会にお

ける重要な課題との

関連がある点が特に

優れている。 

Ｉ 

○１年生では１ページ

に書かれている文字や

情報の量が多すぎず、ま

た関連した写真やイラ

ストが適切に配置され

ていることにより読み

やすくなっている。 

○学年があがるごとに

発達段階に応じた内容

が取り上げられており、

教科書で学んだ事柄が

実社会につながるよう

工夫されている。 

○１年生の初めに小学

校での既習事項が配置

されており、中学校での

学習にスムーズに入れ

るように工夫されてい

る。 

○Unitが扉・Part・Goal

の３点で構成され、Unit

で学んだことを生かし

ながら単元の目標を具

体化した活動ができる

ように工夫されている。 

○各単元のストーリー

が等身大の中学生の姿

として描かれており、共

感しやすい場面設定が

なされている。 

○デジタルコンテンツ

における速度調節が可

能であり、個別最適な生

徒の学習支援につなが

っている。 

○各学年に即興的なや

りとりができる教材の

Let’s Talk!が入ってお

り、授業で活用できるよ

う工夫されている。 

○巻頭のＩＣＴを活用

しようや巻末の思考の

地図など具体的な方法

が記載されており、生徒

の学習支援につながっ

ている。 

○実社会の言語使用場

面で有用な表現を多く

取り入れた Daily Life

が各学年の要所に配置

され、より実用性の高い

表現を学べる場面が設

定されている。 

○World Tour では、多

様な文化や価値観を同

世代の中学生の視点か

ら学ぶことができる場

面が設定されている。 

○各学年巻末に英

語の学び方ガイド

が収録されており、

学習の仕方など学

年に応じた内容で

わかりやすく示さ

れている。 

○コミュニケーシ

ョン重視となって

いる。特に、「話す

こと」「書くこと」

において自分のこ

とを伝える活動が

教科書に組み込ま

れている。 

○学校生活や日常生

活を取り上げている

題材が多く、生徒が興

味関心をもって学習

に取り組める点が優

れている。 

○生徒が自分自身で

学習を進めていくた

めの支援につながる

教材や資料が豊富で

ある点が優れている。 
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